
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

【学校教育目標】 
○やさしく  （徳） 

○かしこく  （知） 

○たくましく （体）  

 
令和５年１月１０日  

第３３号 学校経営方針 「明るく 元気に 爽やかに すべての対応を親身になって丁寧に」 

 令和５年・新たな年の幕開け「本年もどうぞよろしくお願いいたします」 
新たな令和５年（２０２３年）が幕を開けました。明けましておめでとうございます。各ご家庭では、新年を健やかに迎えられた 

ことと存じます。昨年も、本校教育への深いご理解と多大なる温かいご支援ご協力をいただき誠にありがとうございました。 

令和５年１月１０日（火）、３学期始業式。心配していた事故や事件も無く、元気な南っ子たちの笑顔が学校に戻ってま

いりました。本当に嬉しいかぎりです。今年度も残り僅か３か月。今年度の「まとめの３学期」であると共に、次のステージ

（＝進学・進級）に向けての「準備の０学期」という重要な時期でもあります。本校教職員一同、今年も気持ちを新たに

一丸となって頑張ってまいります。本校の目指す学校像「笑顔 感動 花いっぱいの夢道場・南小」【チーム南小】 

のさらなる発展のため、引き続き保護者・地域の皆様の変わらぬ温かいご支援ご協力を何卒お願いいたします。 

 

 
 おはようございます。そして、新年明けましておめでとうございます。 

誰一人も事故や事件に遭うことなく、皆で元気に会えたことを本当に嬉しく思います。この冬休み中の生活 

はどうでしたか？ 『かがみもち』を守って、充実した冬休みを過ごせましたか。 

さて、新しい年、令和５年（２０２３年）が幕を開けました。今年は、干支で言うと「卯年（うどし）＝うさぎ年」ですね。皆さんは十 

二支を言えますか。「子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥」。１年生の皆さん、言えるようになったら校長先生に教えに 

きてくださいね。どうして、この順番になったのか。昔、中国から伝わった面白いお話を知っていますか？ 昔々の大昔のある 

暮れのこと、神様が動物たちに言いました。「１月１日の元旦、私のところに新年のあいさつに出かけてきなさい。 

一番早くきた者から十二番目の者までは、順にそれぞれの一年間、動物の大将にしてあげよう」。牛は自分の歩くの 

が遅いことを知っているので、前の日の夜から出発して一番早く着きました。それなのに、なぜネズミが１番になっ 

たのか。１３番目で十二支に入ることができなかった動物は何ですか？ １３番目の動物は、なぜネズミを追い掛け 

回すようなったのかな？ もし知らない人がいたら図書室にも本があるので読んでくださいね。さて、「卯年」は４番 

目。「子年」に新しい命が種の中で芽生え始め、「丑年」に種の中で育つがまだ伸びることができない。「寅年」は春が来て草木 

の根や茎が生じて成長して伸び始める年。「卯年」は、成長した草木が地面を蔽うように茂る状態になると言われています。また、 

「卯」の字は、左右に開かれた「門」の形からできたと言われていて、閉じていた門が開き、「とび出る、飛躍する年」とも言わ 

れます。なんだか、これまで皆さんがコツコツと努力してきた成果が、どんどん形になって表れてくるようで心がワクワクしてきます。 

２学期の終業式でもお話ししたように、３学期は、今の学年の「１年間のまとめの学期」。そして、１年生から５年生は、次 

の一つ上の学年に進級する、６年生は中学校に進学する「次のステージに向けての大切な準備の【０学期】」です。 

１年生から５年生の皆さんは学年が一つ上がって、どんなお兄さん・お姉さんになりたいですか？ ６年生の皆さんは、 

南小の第４３代卒業生として、卒業までの残りの期間に何を残していきたいですか？ そして、新たにどんな中学校生 

活を送りたいですか？ 「一年の計は元旦にあり」。皆さんが、元旦に「自分は、これを頑張るぞ」と誓ったことを大切に 

してくださいね。そして、これからも、仲間を大切にしながら絆や友情を育み、学び合うことで自分をさらに高め、自分の夢に向かっ 

て『 レッツ・ジャンプ！』、『飛躍するぞ！』の気持ちで、是非、『挑戦し続ける１年』にしてほしいと思います。 

最後に、今年度も残り３か月。最後を素晴らしい成果で締め括るため、一人一人が「３学期の 

めあて」をもって、一日一日を大切にして力一杯取り組み、全員で協力し合って、南っ子の合言葉 

『やさしく かしこく たくましく』がさらに高まることを期待しています。３学期も、南小の全員の 

先生方、お家や地域の皆さん全員で、「頑張っている皆さん」を応援していきますね。 



 

   

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【２学期終業式・児童代表の言葉 『３学期も決意新たに！』】 
２学期終業式。本校児童代表２名（２年生・４年生）が、全校で２学期を振り返っての頑張りと３学期 

に向けての決意を立派に発表してくれました。全校児童たちも発表をしっかりと聴きながら、自分自身を振 

り返り、３学期への新たな決意を胸に抱いたことと思います。代表児童の発表内容を改めてご紹介します。 

    『２学期がんばったこと』 ２年 □ □ □ □ 

私が２学期がんばったことは、２つあります。 

１つ目は、持久走大会です。私は、１年生の時は２０位で 

した。だから、今年は１年生の時よりも良い順位になれる 

ようにがんばろうと思い、たくさん練習をしました。業間 

マラソンや体育の授業で、少しでも前に行けるようにがんば 

りました。本番は、最初はすごくドキドキしたけど、走って 

いるとドキドキがなくなりました。結果は１７位で、１年 

生の時より順位が上がりました。とてもうれしかったです。 

 ２つ目は、音楽会です。心を一つにできるように、練習 

の時にたくさん歌いました。心をこめて歌うと、どんどん 

上手になりました。また、私は「スイミー」のセリフを言う 

役になりました。大きな声が出せるように、がんばりまし 

た。本番では、みんなできれいな声を出して歌えたし、セ 

リフも大きな声で言えました。わたしは、「スイミー」のセ 

リフが言えてすごくうれしかったので、何かのセリフがあ 

る時は挑戦したいです。 

３学期は、体育をがんばりたいです。とくに、鉄棒の「逆

上がり」と、なわ跳びの「二重跳び」ができるようになりた

いです。３月には、「６年生を送る会」があるので、６年生

に感謝の気持ちをもってがんばりたいです。 

【夢道場・南小『ほっとニュース』】 ２年生『高校生と一緒に収穫祭！』
２年生・生活科『大きくなあれ！わたしの野菜』の学習 

で、年間を通して筑波大学附属坂戸高校のご協力で実施 

してきた農業体験プロジェクトも、いよいよフィナーレ。大 

きく実った大根を全員で収穫し、収穫祭を実施！ご担当の 

先生方や大勢の高校生の皆さん、有難うございました。 

      『２学期をふり返って』 ４年 □ □ □ □ 

私は、２学期がんばったことは３つあります。 

１つ目は、校外学習です。校外学習では、和紙作りや消

火器体験などをしました。中でも印象に残っているのは、

地震体験です。東日本大震災と同じ震度７の揺れを体験し

たり、地震の被害の大きさを学んだりしました。これから

先、地震があった時に自分の命を自分で守れるように、学

校での避難訓練を今まで以上に真剣に取り組みたいです。 

２つ目は、国語の漢字５０問テストです。苦手な漢字を

「さかろんノート」に繰り返し書いて覚えた結果、一発で

１００点を取れました。点数を見た時は、うれしかったし、

がんばってきて良かったなと思いました。３学期もこの経

験を生かしてがんばりたいです。 

３つ目は、掃除です。中でも一番大変だった掃除場所は、 

階段掃除です。階段掃除は、４階と３階の間までやります。 

みんながいっぱい通るため、毎日たくさんのゴミが出ます。 

特に階段の隅にはゴミがたまるので大変でした。でも、掃 

除をしてきれいになった階段を見ると、とても清々しい気 

持ちになります。３学期も無言清掃を続けて、掃除場所を 

もっときれいにしたいです。 

３学期でがんばりたいのは算数です。２学期では、「が 

い数」の単元が特にむずかしく、苦しい思いをしました。 

その時は、「さかろんノート」を使って、たくさん復習を 

して乗り越えました。３学期は、普段から復習をして、ま 

とめのテストでも満点を取りたいです。 

【校長室より】 新たな年を迎えて～さらなる『笑顔 感動 花いっぱいの夢道場』を～ 

南小の校長として迎えた初めての元旦。昭和５５年開校以来 4３年の伝統を継承しつつ、「令和の日本型学校教育」の 

構築への挑戦を意識して全教職員で教育に当たってきた。目指す学校像として着任時に掲げた『笑顔 感動 花いっぱいの 

夢道場・南小』。「全ては子供たちのために」という共通の熱い想いのもと、保護者・地域・関係の皆様との協働の力で、 

この言葉に相応しい子供たちの姿をこれまで沢山見ることができた。数多の笑顔と感動、集団生活の学び舎（＝道場）で 

互いに切磋琢磨、協力し合い、夢を追い求めながら自分だけのかけがえのない花を咲かそうと懸命に頑張る姿。さらにコ 

ロナ禍故かより一層感じる『恕』の心。今年は折しも校長職に就いて１０年目。孟子由来の言葉「集大成」を意識したい。 

次代を担うかけがえのない大切な子供たちの姿を思い浮かべながら「新たな挑戦」を胸に心を引き締めて臨んだ初日の出。 


